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広島学習旅行 2010 

 

8 月 9 日～11 日に、社会科の教員が中心となって企画した、広島学習旅行が実施されました。ア

メリカのオバマ大統領が核廃絶へ向かう姿勢を示したことに端を発し、核に関する問題に世界的な

関心が集まる中、実際に被爆地・広島を訪れ、被爆者の方のお話を伺いながら、平和の尊さ、国際

社会の望ましいあり方などについて考えて欲しいと思い、この旅行を実施することにしました。 

参加者は、中 3 から 18 名、高 1・高 2 から 18 名の、総勢 36 名でした。5 月以降、毎週火・金曜

日の放課後に事前学習会を行い、広島や核問題に関するテーマについて発表し合い、見識を深めて

から学習旅行に臨みました。 

3 日間の行程の中では、学徒動員中に金輪島で被爆された江種祐司さんと、在日朝鮮人の被爆者

でいらっしゃる李実根さんのお二人から被爆体験のお話を伺いました。講話を聞いた後、自身の発

表に関連する事柄の質問をした参加者もいて、事前学習会の成果が感じられました。また、見学地

としては平和記念資料館と平和記念公園内の慰霊碑・供養塔、袋町小学校・本川小学校の資料館、

広島城跡公園内の地下通信室跡・大本営跡・天守閣（資料館）、比治山陸軍墓地を訪れました。さ

らに、希望者で宇品港と赤十字原爆病院にも行ってきました。中身の濃い 3 日間を過ごせたと思い

ます。 

 今回の広島学習旅行では、被爆体験の講話や展示の見学はもちろんですが、多くの外国人を含め

て来訪者でにぎわう広島の記念公園を見て、参加者一人一人がそれぞれに多くのことを感じ、有意

義な時間を過ごせたのではないかと思います。以下、何名かの参加者の感想文を紹介します。 

 

有意義な旅 

今回の学習旅行は、僕にとって初めての広島旅行でした。 

今回の旅行は、初っぱなから、新幹線が止まるという事故が起りました。しかも事故によって、初日に予定され

りに先生に連れていって

頂きましたが）。広島に着いたら、さっそくテレビの取材班に絡まれました。 

広島について、 最初に驚いたことは、原爆ドームが町の建物に囲まれて建っていたことです。しかも真横に宿が

あって、夜になったらライトアップされた原爆ド－ムが窓から眺められました。僕は、原爆ドームにもっと厳かな、

特別なイメ－ジを持っていたので、自分が寝泊まりしているところから原爆ドームがいつでも見えるところにある

という状態に何となく、居心地の悪さというか、違和感を覚えました。 

 （中略） 

 平和記念公園内に足を踏み入れた時、僕は事前学習会で、先生から聴いた話を思い出しました。「平記念公園の、

どこに被爆して亡くなられた方の死体が埋まっているか分からない。」そのことを思い出すと、一歩一歩踏み出す

毎に、悲しい気持ちというか沈んだ気持ちになりました。他の人は、と見ると普通にしている人が多かったように

思います。何故平気なのか、疑問でした。  

 平和記念資料館では、色々な展示を見ました。8 時 15 分で時を刻むことをやめた時計、黒こげになった弁当箱や

水筒、それらの持ち主がどうなったかという説明文。インタ－ネットや本で調べたものとは違う、生々しさを感じ

ました。1945 年 8 月 6 日午前 8 時 15 分、その瞬間まで、それまでと全く変わらぬ時を過ごし、その日もまたいつ

もと同じ様に、或る人は学校へ、或る人は工場へ、また或る人は銀行へ出かけていき、そこで命を失った。その人

たちがその瞬間に持っていた品が目の前に並んでいたのです。想像もつきませんでした。自分がいつも通りに、学

校へ向かっている途中、突然爆弾が炸裂し何が起こったのか知る由も無く、家族の名前を呼びながら死んでいく。
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今の平和な時代に生きている僕にとって、それは自分の身には、起こり得ないことだったから。でも、今から 65

年前、実際にそういうこが起り、体験した人たちがいる。その知っていたはずの事実を、改めて強く実感させられ

ました。 

 一番印象に残ったのは「人影の石」でした。人が座っていて、熱線が遮られた部分だけが、周りと比べて、ぼん

やりと黒いのです。周りは熱線を受けて白く変色していますが、そこだけ黒いのです。怖かったです。そこに座っ

ていた人が見えるようでした。石の階段に座り、銀行が開くのを待つ男、もしく女の人。原爆が炸裂する直前まで

何を思っていたでしょうか。何の用事で、銀行に来ていたのでしょうか。僕は、自分がそこにいなかったことを、

神に感謝します。 

 二日目は、被爆者の、江種祐司さんのお話を聞ました。江種さんは、17 才のときに学徒動員で働いていた金輪島

で被爆したことや、燃える町のへ救助活動のために入っていったこと、死体がそこら中に転がっていたこと、死体

を焼くように命じられたことや、死体はもろく、手足をもつと崩れてしまったことなどを、丁寧な口調で話してく

ださった。さらに、被爆後 20 年以上口をつぐんでいたこと、他の人が話しているのを聞くだけで、そこから逃げ出

し、吐いてしまうような状態だったことまでも話してくださり、原爆は人に体の傷だけではなく、深い心の傷を残

すのだということを教えて下さった。は、初めて生の被爆体験を聴きましたが、その中に込められた原爆に対する

憎しみが、言葉の端々にじられました。また、語られた原爆の被害の様子が小学校の頃読んだ「はだしのゲン」に

かかれていたことそのものということに、とても驚かされました。江種さんは、「リトルボ－イ」のことを、「巨

大な魔」と呼んだ。そのときの言葉の強さに、一瞬恐ろしさすら感じました。とても、65 年前のこととは思えない

ような話し方でした。 

 （中略） 

 三日目、とうとう最終日。朝鮮人被爆者の李実根さんのお話を聞きました。李さんは、入市被爆者で、8 月 7 日

に広島に入ったそうです。李さんは朝鮮人ということで昔からひどい差別をうけ、入った中学校は暴力により中退

させられたそうです。李さんも広島の被害については江種さんと同じでしたが、一つだけ違うのは、「原爆投下の

責任の一端は日本にある」というところです。「そもそも日本が真珠湾を攻撃したから戦争が始まり、その結果原

爆が投下された。だから一方的にアメリカに謝罪しろと言うのはおかしい。」という。確かにそれもまた事実だし、

二重の被害をうけた怒りももっともだ。だが、だからといって、何十万人の非戦闘員の頭の上に大量殺戮兵器を投

下していい理由にはならないと僕は思う。 （中略） 

 今回の旅行は、僕にとって、初めて体験することがたくさんありました。このような企画に参加することができ

て、とても幸運だと思いました。また自由研究もできたので、とても有意義な旅でした。本当にありがとうござい

ました。 

 

アオギリのように 

今回の広島学習旅行では、平和と戦争について様々なことを学び、感じ、考えることができた。 

 平和記念資料館には、焼けた衣類や弁当箱、被爆者のケロイドといった実物が展示されていた。弁当箱や三輪車

は残ったが、その持ち主である子どもはどうなったのか。想像はつくが考えただけでも悲しい。また、人々が水を

求め続け、水にありつくと安心したかのように、亡くなったという事実に衝撃を受けた。水を飲むという当然の行

為が、その時の人々にとっては亡くなる前の最後の欲望だったのである。人々をそこまで追い詰めたのはたった 1

発の原爆である。原子力の発見は産業の進展に貢献したが、それを応用した爆弾の発明は大きな悲劇を生んだ。役

立つ技術でも使い方次第では脅威になることを学んだ。原爆の残虐さや恐ろしさを改めて感じた。 

 平和遺跡巡りで広島の町を歩いていて思ったのは、65 年前に原爆が投下された地とは思えないほど街並みが美し

いということである。平和記念公園を歩いているとき、無数の白骨の上を歩いているとは思えなかった。美しい公

園内には記念碑が多く、厳かな雰囲気を醸し出していた。特に被爆したアオギリの生命力に心を動かされた。 
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 この旅行の 1 番の思い出は、江種さんと李さんから被爆体験談を伺ったことである。 

 江種さんは人々が逃げる様子を、「黒い死体の上をうごめく」とおっしゃった。想像するだけで恐ろしくなるお話

である。「うごめく」という表現は、もはや人間の行動ではないことを示しているのだろう。人間らしさを奪った原

爆を、江種さんをはじめ誰も許せるはずがない。 

 さらに恐ろしいのは、65 年前の原爆が現代から「おもちゃ」とみなされている点である。つまり、現代の核の破

壊力はもはや未知数の領域なのである。江種さんは最後に、「核問題についてしっかり勉強してほしい。」と強く訴

えた。 

 李さんは他の被爆者とは違う意見をもった方だった。原爆投下はアメリカのせいではなく日本のせいだ、と主張

されたのである。李さんご自身は日本の植民地支配下で生活なさったので、日本に対する恨みもあってそうおっし

ゃったのだと思われる。確かに、発端となる戦争を仕掛けたのは日本だが、僕はこの考え方に納得できなかった。

アメリカには原爆投下以外のもっとましな手段があったはずなのに、なぜ無差別・大量殺戮という非人道的な道に

走る必要があったのだろうか。そんな必要性はどこにもないと思う。 

 朝鮮人差別のお話が 1 番印象に残った。同じ人間を差別した日本を、日本人の僕も許すことができない。人種差

別は最近まで続いた問題でもある。差別だけでなく、今もなお残る偏見もなくさなければならないと思う。 

 被爆者の方々の大半は 80 歳以上の高齢者である。絶望の淵からアオギリの様に立ち上がり、辛さや苦しみと闘

った、壮絶で貴重な被爆体験談を伺えるのは、あと何年だろうか。そう長くはないと思う。このままでは、悲惨な

あの日の記憶が風化されてしまう。そんなことはあってはならない。 

我々は、被爆者の方のお話をいくら伺っても、その惨状を全て理解するのは難しいだろう。しかし、後世に伝え

ることならできると思う。1945 年 8 月 6 日の記憶が被爆者の方々とともに埋葬されることのないように、核の恐

ろしさを決して忘れないように、我々はこれらのお話を伝えていく使命を背負ったのである。核が世界中にある恐

ろしい時代に生きているからこそ、今回の貴重な体験を心に深く刻んでおきたい。 

 原爆投下 65 周年にあたる今年、平和記念式典に始めて国連事務総長やアメリカ、イギリス、フランスの代表が

出席した。また、今年は日韓併合条約締結 100 周年にもあたり、菅直人首相が韓国に向けて謝罪の言葉を述べた。

今、国内外で平和への動き、核廃絶への動きが徐々に高まっている。節目となる 2010 年を期に、核廃絶に向けて

少しでも進展してほしいと思う。核問題は決して容易に解決できる問題ではないが、途中で行き詰っても必ず解決

しなければならない問題でもある。我々は、強い生命力をもち懸命に生きるアオギリのように、平和に向かって伸

び続けるべきだ。 

 

記憶のあり方、伝え方 

 今回広島に行って一番思ったのが、日本の言い分と日本がやっていることに多少の食い違いが生じているところ

である。原爆を落としたアメリカ人がアメリカのどこかで讃えられていると言う話を被爆者の方から聞いた。日本

人なら、特に原爆で大変な思いをしたことがある人ならそれを聞いた途端に酷い話だと思うのは間違いない。だが、

広島にある陸軍墓地に出向いてみると、そこでは諸外国でひどいことをやった（と思われる）人たちが讃えられて

いるのである。そりゃあ日本人からすれば国の為に戦ってくれたんだし命を捨ててまでよく頑張ってくれたと敬意

に値するかも知れない。だがよく考えてみるとこのような人たちを讃えるという行為は原爆を落としたアメリカ人

を讃えると言うことと全く同じ事なのである。このように双方の立場から物事を考えると言うことはとても重要な

ことだ。 

 別に外国人だって同じ人間だ。そんなに思考回路が大幅に違う訳がない。原爆を落としたアメリカ人は原爆を落

としたから賞賛されているのではなく、どう考えても「戦争を終わらせた」という事を讃えているのだと思う。（も

ちろん原爆を落とさなくても十分に戦争は止められたと思うのだが。）陸軍の人だって人を殺したから讃えられてい

るのでは決してない。だが讃えられているのは事実である。……まあ、結局の所どちらも同じことをやっているの
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だ。家族や若しくは知り合いが戦争に巻き込まれてしまった人からすると、戦争で亡くなった人を讃えたくなるの

は当然の心理だと思う。だが少し諸外国の人たちの気持ちを考えてみればその行為が全ての人にとって気分の良い

物ではないだろう。そのような行為が悪いと言っているのではない。しかし、そのような人が日本にいる限り、外

国で戦争をした人が讃えられるのを批判するのはどうも理にかなっていないだろう。 

 私は、もう殆ど戦争の実体験を語れる人が近くに居ないので、戦争当時の様子を事細かに知っているわけではな

い。そのような人々が増えてきているのも紛れもない事実だ。それは「戦争の悲劇」を後生に語り継いで後に戦争

が起こるのを食い止めるという点では良くない事実かも知れない。だが、こんなにも産業、技術が発達した現代で

は、過去の戦争の大きな理由である経済的な問題からは戦争は起きないと思う。だが、未だに人種差別や宗教対立

など人々の深層心理に根付いたところから起こる戦争はあるはずだ。ある意味これは一番厄介で、目に見えて解決

する方法なんてあり得ない。 

 戦争を絶対に忘れてはいけないと人々は異口同音に言う。しかし私は少し違和感がある。戦争の記憶というのは、

どうしても敵への怒りが存在してしまうと思う。それは当たり前の事なのだが、戦争の事を伝える時にはどうして

も敵への怒りも伝えてしまうことがある。それは絶対に止めた方が良い。子供の頃から外国人への敵意を教え込ま

れると、だれでも外人が嫌いになるであろう。 

戦争を語り継ぐという事はちゃんと伝え方にも注意しなければならない。 

 私は歴史に関して「忘れてはいけない歴史」と「そろそろ忘れてもいい歴史」があると考える。正直言って今の

歴史の授業は過去の戦争の実態が云々原因が云々といろいろと面倒だ。教科書にはもちろん国の名前が出てくるの

で、生半可な理解だと「この国はひどい国だなぁ」とか「戦争をしたて人を殺した人なんて最低だ」と考えること

はあると思う。 

 未だに昔のいざこざを現代にまで持ち越して領土で争ったり人種や宗教で争ったりしている現代社会だが、もう

そろそろそのような物はチャラにしてしまった方が良いと思う。人間は生まれながらにしてある特定の人に敵意を

持つという事はあり得ないし（自分が優位に立ちたいというのはあると思うが）海外に限らず一方的な戦争の悲劇

をある一つの方向から語った物を子供に言い聞かせるのは間違えている。それは昔の大人達がやったことであって

今の子供達なんて全く関係ない。そろそろ戦争の悲惨な記憶は全部無くしてしまって子供達の心に植え付けられて

いく間違えた偏見や差別などをなくしていく方が良いと思う。そうすれば宗教対立や人種差別など今後戦争が起こ

る可能性が最も高いと思われる理由を無くしていくことが可能だ。 

 しかし、戦争の事を全く教えない、と言う考えは非常に危険な行為でもある。だからこそ、何事もそうだが物事

を多面的に見ることが必要である。 

 冷静になって考えてみると、現代の戦争の主な原因として、①宗教に関する対立 ②歴史に関する対立 ③大国

に関する嫌悪感 ④核保有の問題 の四つが主だと思う。全て解決は難しい問題だが、③は大国が少し自重すれば

多少解決される話だと思うし、④だって核の抑止力とか言うの止めて大国がこぞって放棄すれば他の国は使うに使

えないはずだ。そもそも自分は核を持っている癖に他の国に核を捨てろなんて言っても聞くはずがない。それか大

国は他の国が核戦争を仕掛けてきたら核で応戦する気なのだろうか。明らかに自滅行為である。よって、ある意味

①と②が一番厄介な問題だ。宗教を禁止するなんてできっこないし、歴史を変えることも出来ない。このようなナ

イーブな問題は、上から力ずくで押さえようとしても絶対に駄目だ。ではどうするかというと、世界の風潮を戦争

なんて以ての外、というような風にすると言うことだ。戦争はなんて次元の低いことなのだろうか、なんで今まで

戦争なんて事をやってきたのだろうかと思えるような、そんな社会になればきっとこの世から戦争というものは無

くなるだろう。 

 

広島学習旅行で学んだこと 

広島に訪れるのは初めてでした。日本人としていつかは行かないといけないと考えていたので、この学習旅行は
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良い機会でした。やはり、以前の私の広島に対する知識はあさはかなものでした。８月６日に広島に原子爆弾が落

とされ、多くの人が亡くなられた。教科書に載っている程度の知識しかありませんでした。そのため、事前学習会

や広島学習旅行では多くのことを新たにしりました。特に現地を歩いて見て、感じたことはとても印象深く残りま

した。様々な刺激を受けた学習旅行でしたが、この旅行の中でいくつか思うことがありました。 

一つは伝えるということです。今回私たちは被爆者の方の話を聞き、その当時の事が鮮明に浮かび、強く印象に

残りました。しかし、さもすると私たちがこの話を聞ける最後の世代かもしれません。戦後から６０年以上が経ち

戦争を経験された方もこの世うぃ去っていってしまいます。そうした時、私達がこのことを伝えなくてはなりませ

ん。戦争を経験していない世代が戦争ことについて伝えていくのは、ある意味恐い事かも知れません。正確に伝わ

るか、伝えられるか。学習旅行のミーティングでも多くの人が、上手く伝えられるか自信がない。そのようなこと

をもらしていました。確かに私もそう思ってしまう部分はあります。しかし、我々は伝えなければならないと思う

し、その責任は重大です。 

そして次に思う事は、様々な視点ということです。李さんの話を最初聞いた時は正直嫌な気分になりました。し

かし、冷静に考えてみるとそれは一つの視点であると思います。李さんが受けた差別は屈辱的なものであり、日本

に対しても許せないといった感情を持つのも当然のことかも知れません。 

広島学習旅行で身に付けたと一番思えるものは、様々な視点です。最初は、自分個人の視点しかありませんでした。

誤解を恐れずに言えば、原爆のことは人事でした。そして、事前学習を通し、日本人の被爆者の方の視点、朝鮮の

被爆者の方の視点を少しずつ得ました。そして実際に広島を訪れ、話しを聞いたりしてその視点はより深化してい

きました。 

私は一つの視点だけから物事を判断していきたくありません。歴史には様々な側面があると思います。だから、

被爆者視点からもアメリカ視点からも、はたまたそれらを取り巻く他の国の視点からも考えていきたいです。それ

でこそ平和への道筋が見えると思います。そして核兵器という現象だけでなくその原因から良くすることができる

はずです。平和なんて人によって大きく違ってくるし、幸せの形もいくらでもあります。だからこそそんな視点を

つける必要があると思います。 

 

リアルな「ヒロシマ」 

この文章を練っていて、ふと考え込んだ事がある。「自分はいつから原爆、そしてヒロシマの事を知っていたのだ

ろう」はっきりと覚えているのは小学 2 年生の時に図書室で見た被爆後の焼け野原になった広島の写真を集めた写

真集だった。当時、その写真集を見た自分はかなり衝撃を受けていたと記憶している。しかし、「ヒロシマ」と「原

爆」はあくまでも写真の向こう側の世界の話であり、「ヒロシマ」の延長線に今の「広島」が存在しているという事

が考えられなかった。そして今回、広島に行くにあたって一つの目標があった。それは写真の中のヒロシマに「リ

アル」を付加し今の広島に繋げるという事だ。 

写真の向こう側だったヒロシマはあっさりと現実味を帯びた。それは、比治山から広島の街と、当時の状態をと

どめている被服支廠倉庫を眺めた時だった。倉庫を中心にしてみるとなんとなくではあるが、「ああ、やっぱり此処

なんだな・・・」という気持ちになった。 

 こうして自分の中のヒロシマと広島が繋がったわけだが、この事以上に大きな収穫だったのは被爆者の方の話だ

った。平和記念資料館がやや期待はずれだった(この事は後で述べる)だけにここに大きな期待を持っていたが、生

身の人間が話す言葉の重さと破壊力を実感する内容だった。 

特に考えさせられたのは李実根さんの話で、「被害者」としての日本の象徴とも言える広島を通して「加害者」と

しての日本について追及するという極めて逆説的な考えには非常に思わされる所があった。また、戦後の原爆の保

障をめぐる話や差別の話など、日本人の間で原爆について話す時には普通は出てこないであろう事について当事者

という立場からの話を聞く事が出来たのは非常に良い経験になった。だが、それと同時に「その考え方は少し違う
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んじゃないか」と思った箇所もあった事を書いておく。 

期待はずれと先ほど書いた平和記念資料館だが、拍子抜けと言った方が正しいかもしれない。確かに展示物も多

くあり様々な工夫を凝らして訪れる人の心に訴えかけようとしているのだが、その事が返って自分にとっては写真

に写っていたヒロシマと同じく遠い世界の話の様に見えてしまった。確か椎名誠だったと思うが、「日本の 

戦争関連の博物館はどこか臭いところがある。例えば平和記念館などという名前をつけるがもっとストレートに名

前をつけた方が良い」という趣旨の文を書いていた。かつてこの文を読んだ時には「そんな馬鹿なこと有るか」と

思ったが、実際に行ってみるとなるほど確かにどこかテーマパーク化している所が有るなという印象を受けた。 

 広島から戻ってきて、ヒロシマについてもっと学び、そして現在・未来に目を向けなければならないと感じた。

ただ漠然と過去を見ているだけでは何も変わらないのだ。見つめた過去をしっかりと咀嚼し飲み込んで、未来への

エネルギーにしなければならない。 

 

「平和」考 

世界はなぜ「平和」にならないのだろう。 

各地では内戦が起こり、武力衝突までは至っていないが対立の深まる国々がある。 

これはなぜか。それは国々が貫く「正義」が一致しないからである。この「正義」がぶつかったとき、国と国との

間にひずみが生じ、最悪の場合戦争が起こるのだ。 

しかし「正義」とは聞こえが良いが、国の「正義」に則ることは自国の人民、土地、利益を守ることを最優先す

ることに他ならない。もちろん日本にも日本なりの「正義」がある。 

他国を併合して植民地にすることも、他国に攻め込んで人を殺し、戦利品を得ようとすることも自国の利益を守

る活動でしかない。いわゆる egoism（利己主義）的活動で、敵国を攻めるときに使う武器は自分勝手な欲望を実現

する、人間のエゴの象徴である。 

 

私は広島の資料館で原子爆弾という名のエゴの塊によってひどく傷つき、破壊された人や建物を見た。現在世界

には約三万発の原爆があり、人間の巨大な利己的欲望により人類が、地球が滅びようとしている。もうすでに人間

の環境破壊のせいで滅びた動植物は少なくないことはよく知られていることだ。これも人間の利己的欲望の一結果

である。 

 

核廃絶の大きな壁となっているのは、人々の立場の違いである。「リトルボーイ、ファットマンはパールハーバ

ーの仕返しで正当である。」という意見を持つアメリカ人もいる。日本人にとっては残念なことだが、そう考えてし

まうのはアメリカの正義に基づくからで、だからこの理論を全く間違っていると言い切ることは困難極まりない。

核を保持したがる国は、やはりその国の正義に基づいた行動をしていると言える（はっきり言ってしまえばこれは

利益を守るため、相手に自分の言い分を聞いてもらいやすくするためという欲だが）。 

 

戦争はこの世のあらゆることより無意味でくだらないことである。どうして同じ人間なのに住む場所、人種、宗

教、言語が違うだけでいとも簡単に殺せるのか。自国の人間と、他国の人間と、命の重さが違って良いものだろう

か。 

世界の「平和」に必要なのは自国の意見を持ちつつ、他国も尊重し思いやる心だけだ。難しいことではないはず

だ。なぜならそんなもの子供だってもっているではないか。私は核廃絶の前に戦争を二度としないと世界中の国が

誓うことが必要だと思っている。核で他国の人を殺すことがなくなっても例えばナイフや銃で他国の人を殺すので

はしょうがないからだ。二度と戦争をしないと誓えば、ある特定の武器だけは使用禁止にしようという国と国の間

の動きはくだらないことに見える。 



 7 

 

１つ私が広島で驚き喜ばしく思ったことは、外国人の多さである。資料の言語が英語はもちろん、中国語や韓国

語まで装備されているのは心強い。わざわざ外国から広島にやってきて、真剣に資料を見る白人・黒人そしてその

子供たちを見てあらためて核廃絶への関心の高さが伺えた。 

 

学習旅行２日目の夕方、宿の風呂に入っていると外国人のお父さんと３，４歳と思われる男の子が入ってきた。

しばらくし、その男の子が風呂に浸かりながら窓から原爆ドームを望み、“I can see the dome over there.”という

と、お父さんはシャンプーをしながら“Is it nice?”と聞いた。果たして原爆ドームが nice なものなのか私にはわ

からないが、男の子の小さな背中にこれ以上被爆国と被爆者を増やしてはならないと強く思った。 

 

写真① 被爆体験を熱心に聞く生徒たち 

写真② 比治山の陸軍墓地より、市街地と広島湾を望む 

 

 


